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２０１２年度　ＯＰ計測講習会報告　2012.6.28
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルール計測委員会　荒川　渡
１．共同主催
　日本ＯＰ協会（ＪＯＤＡ）・日本セーリング連盟ＯＤＣ計測委員会
２．日程場所
　2012年6月16日　葉山新港　　／　6月23日　広島観音マリーナ
　　　　　　　10：00 ～16：00（講習時間５時間）

３．講　師
　① 荒川　渡
　　② 田中令江
４．受講者
　公式計測員　１名　　準計測員　1名　　新規参加者　33名　　計　35名
５. 協力者　　　　 大庭秀夫氏（リビエラリゾート）　中澤良和氏（公式計測員）　松尾英樹氏（広島SS）
　　　　
１．概要および会計
2007年からJSAFが公式計測員管理を実施して以来、各クラス共通のERS資格が伴う事となり、
OP級の講習会に、ERS資格取得のための講習会を併催する事となった。　そのためプログラム、

事務が複雑化していたが、今回、ERSを切り離す（残り有効期間が短いため）事とし、講習内容、事務は良好だったが、一方で、全体の受講者は減少した。　単独の為に補助金のない独立採算では、参加者20名／1回　を採算ラインと見ていたが、それぞれが19名／16名となり、収入に厳しいものがあったが、各位の協力を得て、11,712円の黒字となり、本会計に繰り入れた。
２．計測体制の目標（講習会の必要性）
（１）準計測員：

公式なレースの開催には、その大会グレードに見合う大会計測の精度が必要となり、その
装備検査員（大会計測員）を育成しなければならない。ＪＯＤＡは準計測員をこれに充て、
公式計測員を各部署のチーフとし、ホストクラブからの補助員と合わせて、３種の人員構

成で計測チームを編成する事が有効と考えます。

（２）公式計測員：

公式なレースに参加する選手は、計測証明された装備品を用いなければならず、証明を受けるために公式計測員との運送費が問題となる。2000年以前は、全国で東京圏に限られていたが、現在では、関東、中部、関西、九州の４か所で証明計測を扱うようになった。

· 長さ1.8ｍを越える セール、スパーはコンビニでは扱えず、高額で、例えば、スプリット1本のみを送っても、往復でスプリットの価格を越える事もある。

また、車で運搬して、計測の諸問題について計測員と直接打ち合わせて進める事ができれば理想であり、費用も安く済むので、選手家族の行動範囲内に公式計測員1人がいる事が期待される。　さらに、各エリアの計測関連での指導的・相談者的な役割を受けていただける方がいれば、そのエリアにとって心強いので、全国で、実際に上記に携わらない名目的・予備的な人員も含めると最大で20人の、計測員任命・管理が必要かと考えます。
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